
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
平成 25 年度 四万十川の日事業 

   
 
 7/21（日）平成 25 年度四万十川の日事業「四万十川の生きものはかせ！遊んで学ぼうわくわく楽校♪」を開催 

しました！少し雲がかかり風の吹く涼しい天候の中、参加者 30 名の皆様と自然の中で生きものを探しました。身近 

にあるけれど日頃はあまり体験できない、本当の意味での自然の遊び・学びを体験できたのではないかと思います。 

今月号の清流通信では、今年度のこの事業についてご紹介したいと思います。 

 

 

 

（午前の部）事前学習と四万十川の干潟で生きものさがし 
 今回お世話になったのは高知県四万十市にあるトンボ自然公園さん。 

こちらは世界で初めてトンボの保護区を設置し、そこには７０数種類ものトンボと 

他にもカエルやセミ・花など数多くの生きものが暮らしています。また、トンボ自 

然公園では、トンボだけでなく魚についても知ることができ、スタッフの方も豊富 

な知識を持っておられます。 

 午前の部は、そんなトンボ自然公園の学遊館「あきついお」で四万十川の魚に 

ついて学習した後、実際に四万十川の干潟に行って、生物観察をしました。 
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親子で川に入って生
きものさがし。冷たく
て気持ち良い！ 
 網の中には不思議
な生き物がたくさん
いたよ。 

見つけた生きものをお
姉ちゃんに教えてもら
ったよ。 
珍しい生きものがいっ
ぱいでお父さんも興味
深々！ 



 

アカメの赤ちゃん            こんなに大きなエビも！         四万十川のチワラスボ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（昼食）屋形船に乗って遊覧ごはん 
 お昼ごはんは、屋形船に乗って四万十川で採れる食材を使ったお料理を満喫。話上手な船頭さんの案内で四万十川 

を遊覧し、川漁師のおじさんが実際に漁を見せてくれました。船着き場に帰るとたくさんのカモがお出迎えに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（午後の部）生きものさがしゲーム！ in トンボ自然公園 
 午後はトンボ自然公園で、生きものさがしゲームをしました。ルールは、レベル１からレベル５までの生きものを 

親子で順に見つけていくというもの。さすがにレベル５になると難しかったですが、親子で走り回って生きものさが 

しをしました。 

 
レベル５は難関。でもやってみたい！      おばあちゃんが教えてくれたよ♪      見つけたぞー！！！ 

 

 

 

 

 

 

 

うなぎに手長エビのか
ら揚げ、青さのりなど
四万十川ならではのお
いしいお料理にみんな
大満足でした！ 

川漁師のおっちゃんが
獲れたお魚を持たせ
てくれたよ！大きくて
どきどき。 
カモがカモーン！

とお迎えに・・・ 



まとめ 

  
  今回は四万十川に興味・関心を持ってもらいたいという願いを込めて、楽しく学べる企画を考えました。参加 

 者の皆様からは、「来年も是非参加したい」「こんなに生きものが見れておもしろい」との声をいただき、成功に 

 終わったのではないかと一安心しております。 

一方で、参加者の大部分は今回の会場となった四万十市在住の方でしたが、干潟での生物観察も屋形船も「初めて 

経験しました！」という声が多かったように思います。清流四万十川は私たちのごく身近にありますが、それ故に、 

その良さにはなかなか気づきにくいもの。近年観光客向けの開発が進んでおり、ますますその傾向が強くなってい 

くのではないかと心配しています。四万十川はただきれいなだけの川ではなく、生物がたくさんいて、そしてそこ 

に地元の人とのつながりがあるからこそ素晴らしい。そのことを伝えていくためにも、もう一度地元の人に四万十 

川に目を向けてもらうことが大切だと改めて感じました。我々四万十川財団もそのお手伝いを通して、これからの 

四万十川を支えていけるよう努力していきたいと思います。 

  今回のこのイベントも、来年からは、その場かぎりではなくきちんと身につく学びにすることが必要だと感じて 

 います。リバーマスターやトンボ自然公園をはじめとする流域の”川の達人”の力も借りながら、イベント実施回 

数を増やしたり、自由研究として今度は自分で学びを深めていってもらったりと新たな取り組みをしていこうと思 

います。 

  長くなりましたが、平成 25 年度 四万十川の日事業が定員の 2 倍もの応募を集め、大盛況に終わったことを 

 報告させていただきます。 

 

 

     

 

 

  

   7/19（金）ブランド認定委員会を開催しました。・・・ところで、四万十ブランドって何？  

四万十ブランドとは、四万十川と左の約束を交わした 

                        商品で、四万十川流域の原材料を使用し、流域内で生産・ 

                        栽培され、四万十川保全への対策を行っている商品に認定 

されるものです。今回は四万十町の生姜と加工品の３品が 

新たに認定されました。 

 認定委員会ではこれからもっともっとブランド認定制度が 

盛り上がっていくよう熱い討議がなされました！委員の皆様 

どうもありがとうございました。四万十ブランドにふさわし 

い商品をご存知の方は、是非お知らせください！！ 

 それから今回認定された生姜ですが、無農薬で栽培されて 

おりスジが感じられない本当に素晴らしい一品です。是非ご 

賞味ください。 

                              ↓四万十の情熱生姜 

 

 

 

 

 

～四万十町一斗表で育てる情熱生姜はこちら～ 

四万十スイートファーマーズ 

http://shimanto-sweet-farmers.net/ 

(取材/記事 武市 真実) 


